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　本研究は、二 言語環境にい る子 どもた ちが直面 して い る母語の 低下 ・喪失、及びそ

れ によ りもた らされ る発達の 中断な どの問題 に注 目する もので ある。 日本の 公立小 中学

校に在籍 して い る、 中国語 を母語 とする子 どもを対象に 、 来 日年齢、 滞 目年数及び母

語保持努力の 中で どれが 母語会話力の 認 知面 と最も関係が深い か を検討 した。そ の 結

果 、 全体で も、 小学生 ・中学生の カ テ ゴ リー
別にお い て も、 母語保持努力 、 特に 母語

による読み書きを行 うこ とが母語会話力の 認知 面 と最も関係 が深い こ とがわか っ た。
こ

の こ とか ら、二 言語 環境に置かれても、母語で読み書きを行 うこ とは母語 の認 知面の 保

持 ・育成を促す可能性が高い こ とが示 された。

1． は じめ に

　近年国際間の移動が盛 んになる とともに 、 親の 同伴で来 日 した 了
一どもたちが増えて い

る 。 こ の 子 どもたちは 、 日本へ の 移転に よっ て 母国で の 学習や生活の ネッ トワ
ークか ら

切 り離 され、 H本 とい う異質な風土に新たにダウン ル
ー

ト （根を下ろ し） し、新たな生

態系の 中でネ ッ トワ
ー

クを紡ぎ出 してい くこ とになる （岡崎2005）。 母国か らア ップル
ー

ト （根こ そぎ引き抜か れる こ と） され、 日本にダ ウン ル
ー トするよ うな子 どもたちに対

して 、「日本に来た時点で 子 どもたちが既に持 っ て い るカを もとに して 学ぶにはど うし

たらよい か
。 言い 換えれば、

ゼ ロ か ら出発するの で はなく、持 っ て い るもの を十二分に

生かす には どうした らよい か」 （岡崎2005 ： 15）を考えるこ とが必 要で あろう。

　 日本 に来た子 どもたちは様 々 な難題 に直面 して い る。 目本語学習や教科学習の 理 解
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困難などとともに 、母 語 の 低下 、喪失 とい う深刻な問題 も生 じて くる。母語 を喪失 さ

せず保持する ことは 、子 どもたちが母 語環境か ら日本語環境へ と言語環境が移行する

中で 、
い わば 「一貫 した存在」 として心身の 発達を実現 し新たな生態系の 中にダウンル

ー

トを実現して い くための 要として位置付けられ るもの で ある （岡崎 2005）。 したが っ て 、

言語環境が移行する中で どの よ うに母語 の保持 ・育成を行 い なが ら、 r一どもたちの 継続

的な発達を促すこ とが で きるかは喫緊の 課題 となる。 本研究 は 、 まず 、
こ うした子 ども

たちの 母語に焦点を当て 、どの よ うに彼 らの 母語を保持 ・育成で きるか を検剖する 。

　多 くの 調査 に よる と、二 言語環境に入 る こ とで 、母語の使用場面が激減するこ とか

ら、 子 どもたちの 母語 の喪失 、 特に 母語の認知面の喪失が非常に速い こ とが報告 され

て い る （齋藤 1997、小野 1997など）。 母 語を喪失 して しま うと、親子間 の コ ミュ ニ ケー

シ ョ ン に困難が生 じ、子 どもの 情意 ・文化面 に大きな影響 を与えるこ とが指摘 されて い

る （中川 1998）。
「中で も最も深刻な問題 は、母 語能力 の 喪失だけで なく 、 新たに獲得

が 目指 された第二 言語能 力 も充分には獲得で きず、i 言語不 十分 とい う事態を招来 し

かねない」 と指摘 されてい る （岡崎他 2003 ；68）。 母語 の 喪失は 、 子 どもの 認知面の

発達を中断 させ るな ど様 々 な面で不利な影響をもた らして い る。
したが っ て 、

二 言語 環

境にい る子 どもに対 して 、母語力、特に認知 面の 母語力の 保持 ・仲長が非常に重要な

課題だ と考え られ る 。

　本研究で は 、 日本の 公 立小 中学校に在籍する中国語 を母語 とす る子 どもを対 象に 、

母語の 認知面の 発達に影響を与える諸要因を探 り、 どの要 因が母 語の 認 知面 に最 も影

響を与えるか を特定す るこ とを 目指す 。 中国語 を母語 とする子 どもに着 目する理 由は、

現在 日本語指導を必 要 とする 2万人の 外国人の 子 どもの 中で 、中国語 を母語 とす る子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）
どもは 4460人余 りに達 し、ポル トガル 語母語集団に続い て 第二 位にな っ て い るこ と　 、

加 えて これ らの 子 どもたちの 場合、経済的 ・社会的背景が多様で あることか ら、多大な

困難 を抱えて い るこ とが学校現場か ら報告 されて い る こ とに よる （小川 2003、倉谷

1998な ど）。

2 ．先行研 究

2．1 母語 に影響する要因 を探 っ た研究

　まず、二 言語環境に い る子 どもを対象に母語の 語彙力 、 作文力な どの 読み書き能力

を調べ た研究を見てみ る。母語の語彙力を調べ た芝他 （1980）は、海外にい る 日本人

小 中学生 342名を対象に 日本語語彙理解調査を実施 し、入 国年齢 と母語 の 語彙力の 関
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係 を調 べ た結果、 10歳以 降に入国 した子 どもは 日本にい る子 どもと類 似 した過程 で 日

本語習得が続 くの に対 し、それ以前に入国 した子 どもは
一
般に習得の 速度が遅くなる と

報告 し、ほ ぼ 10歳までが 第
一

言語 習得 にとっ て重要 な時期 を成 して い ると指摘 して い

る。作文力を調 べ た生田 （2006）は、在 日ブラジル 人 中学生 64名を対象に
2）
作文タス

クを実施 し分析 した結果 、 入 国年齢 9歳未満の 場合は母語 の 作文能力の あらゆる面が

発達 して い ない状態で ある と示 してい る。また、Cummins ＆ 中島 （1985）は トロ ン

ト補習校の小学校に通 う日本語 を母語 とする小学生 91名を対象に英語 と日本語 による

学力テ ス ト
3）

、 会話テ ス ト
4）

を実施し 、 母語の 学力言語に影響を与える要 因を調 べ た

結果、入 国年齢、母語の 使用 、 母語 による家庭学習及び母親の 教育レ ベ ル と現地生活

へ の適応度が母語の 学習言語 に影響を与えると報告 して い る。

　
一

般的に は、認知面の 言語能力 とい うと、作文力などの 読み書き能力が連想 され る

で あろ う。 しか し、中島 ＆ ヌナ ス （2001）は実証的な研究を通 して 会話力の 中に も認

知 力を必 要 とす る言語的側面が存在 して い る こ とを指摘 して い る。 中島 ＆ ヌ ナ ス

（2001）は、 日本 の 公 立 小 中学校 に通 うポル トガル 語話 者の 子 ども242名を対象に

TOAM と OBC 会話テス ト
5）

を実施 し、ポル トガル 語 と 日本語 の 会話 力の 構 造 につ い

て 分析 した 。 その 結果、会話力 の 中には 、 日常生活 の 対入場面で意思疎通 に必 要な言

語的側面だけではな く、文脈の 助けや支えが少な く、且 つ 抽象的な思考や論理な どアカ

デミッ クな場面に関わる言語 的側面 もあるこ とがわか っ た。そ して、ポル トガル 語 と日

本語の それぞれの 言語におい て 、会話力は 、語彙力、聴解力、読解力 と有意な正 の 相

関があるこ とを確認 し、 中で も特 に語彙力 との相関が高い こ とか ら、 会話力の予測性の

高さが示 された
。

　 同時に中島 ＆ ヌナス （2001）は、 日本の公 立小 中学校に通 うポル トガル 語話者の 了
一

ども242名の 母語の 会話力に つ い て調査 した 。 OBC 会話テ ス トを実施 し、母語力と滞

在年数 、 入 国年 齢の 相関を求めた結果 、 母 語力は滞在年数とは有意な負の 相関 、 入 国

年齢 とは高い 有意な正 の 相関を得て い る 。 特 に、入 国年齢に関 して 10歳以 降で来 日し

た子 どもの 場合は 、比較的高度な会話力の 保持が可能で あるが、それ以前に来 日 した

場合に は個人差が激 しく低迷 してい るケー
ス が多い と報告し、この点 に関 して 家庭での

母語使用 との関係を見る必要があると指摘 してい る。

　これ らの 研 究を踏まえて、朱 （2005）は中島 ＆ ヌナス （2001）と同様 にOBC 会話

テス トを用い て子 どもの 母語 の 会話力に影響する要 因を調 べ た。朱 （2005）は 日本の

公 立小 学校 に通 う韓国人児童 27名に OBC 会話テ ス トを実施 し、子 どもの 親には質問

紙調査を行 っ た。母語の 韓国語力に影響する要因として は 、環境要因か ら滞在年数 と
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母語保持努力を、個人要 因から入国年齢を取 り上げ 、 これ らの 要因の 中で どれが最も

母語力に影響するか を分析 した
。 そ の 結果、母語保持努力が 最も母語 力に影響を及 ぼ

す ことが示 された ，しか しなが ら、母 語カ
ー

般 と母語 保持努力の 関係につ い ては探 られ

て い るもの の 、母 語の 会話力の認知面に焦点を当てた分析はなされて い ない 。 母語 の 認

知面に最 も影響を与える要因を探る こ とがで きれ ば、二 言語環境 の 中で生活 して い る子

どもに対 して、どの よ うに子 どもたちの 継続的な認知発 達の 中断を防ぎ、母語の 保持 ・

育成 を行 うか に つ い て 参 考になる手が か りを提 供で きる と考えられ る 。 また 、 朱

（2005）の場合は小学生 を対象 として 分析を行っ たが 、小学生 と中学生の 子 どもは発達

段 階が違いその影響も想定され るた めに、それぞれの 母語の 認知面 と最 も関係の 深 い 要

因は何かを見る こ とも必要で あろ う。

　以 上の 研 究か ら、
二 言語環境に い る r一どもの 母語力に関して 、入 国年齢、滞在年数、

母語 の 使 用、母語 による家庭学習 、 母親の 教育 レベ ル な どの 要因が母語に影響を与 え

る こ と、ま た、母 語 の 会話力に 関 して、 母語保 持努力が 最 も母語 に影響 を与 えるこ と

がわか っ た 。 しか し、 母語会話 力の認知 面につ い ての調査などの課題 も残されてい る 。

2．2　巨視的モ デルか らの 知見

　巨視的モ デル は 、バ イ リン ガル の 形成過程や二 言 語 の 到 達度における様 々 な影響要

因を社会的要 因 と心理的要 因に整理 し、
「社会 学的 レベ ル ー「社会心理学的 レベ ル 」 と

「心 理学的 レ ベ ル 」 の 三 つ の レ ベ ル か らそれ らの 要因 を解明 しようとす るモ デル で ある。

「社会学的 レ ベ ル 」 は言語集団の 活力を表 してお り、具体的に入 口動態的資本、政治的

資本 、経済的資本 、 文化的資本か らその 言語集団の活力を予測 して い る。 「心理 学的 レ

ベ ル 」 は、個人の 言語能力 ・適杜 やア イデン テ ィテ ィ 、 言語使用意識な どの 個人要因

を表 して い る。 「社会心理 学的 レ ベ ル 」 は、家庭 ・学校 ・ 社会環境の 中で対人 ・メディ

ア
・
教育的支援な どの 言語接触を通 して 、それぞれ の 個人 がその 言 語に どの 程度接触

して い るか を表 して い る。
「社会心理学的レベ ル 」 は 「社会学的 レ ベ ル 」 と 「心 理学的

レベ ル 」 の 両方に影響 を与 えて い る。 さらに、こ の 三 つ の レ ベ ル が相互 交渉を通 して バ

イ リン ガル の 形成過 程に影 響 を与 えて い るとい う （Landry ＆ Allard　1992， 岡崎

2006b）。

　今回の 協力者の 子どもたちの 母語の 実態を巨視的モ デル に合わせ て考えてみ る。
「社

会学的 レベ ル 」 か ら見る と、 協力者の 子 どもは全員母語が少数派 言語 の 中国語 とい う

言語集団に属 して お り、社会言 語が 口本 語 とい う環境の 中で 母語集団の 活力は弱い 状

況 にある。 「心理 学的レ ベ ル 」 か ら見ると、子 どもの 母語力、母語力の 適性は様 々 で あ
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るが 、 社会言語が 日本語 とい う環境の 中で 母語集団の 活 力が弱い 状況に あるため 、 母

語使用に対 して 高い 意識を持つ こ とが難 しい 状況 にあるこ とが 予測され る 。 また 、
「社

会心理 学的レ ベ ル 」か ら見る と、社会や学校の 中で母語使用 の機会が少なく、家庭 の 中

で母語使用の 可能 性があると考えられ る。母語 と口本語 の 二 言語能力の バ ラン ス を保

っ ために、まず家庭や学校の 中で母言謝吏用 の 機会を作 る こ とが大事だ と考えられる。

　今回の 研究 は、「心理学的レベ ル 」 における個 々 の 子どもの 母語力を調べ 、母語に影

響する要因を 「社会心理学的レベ ル 」

に焦点を当てて 「言語接触の 個人ネ ッ

トワ
ー

ク」 か ら見 て み る。 つ ま り、

「対人 ・メデ ィ ア ・教育的支援」 な ど

の 言語接触を通 して、子 どもたちは 二

言語環境の 中で どの程度母語に接 して

お り、どの 程度母言謝呆持 ・育成の 努力

を行 っ て い るか を調 べ る。その 他、子

どもたちが何歳で 二 言語環境に入 っ た

かに よっ て 、母語 の 発 達段 階が違 っ て

くる可能性があると予 測 され る。
二言

語環境に入 っ た時点で の 母語の 発達段

階は、その後の 母語保 持 ・
育成の結果

に影響をもた らす と考えられ るた め、

先行研究の 中で取 り上げた 「入国年齢

（来 日年齢）」 を取 り入れて分析する 。

また 、 子 どもたちが二 言語環境に入 っ

て か らどの 程度生活 してい るの か は、

母語 へ の 接触度に関与すると予測 され、

母語保持 ・育成の 結果に も影響をもた

らす と考 え られ るた め 、
「滞 在年 数

（滞 日年数）」 も要因 として 取り入れる

こ とにす る。

　 したが っ て 、今回の 研究では 、

響を与える要因として、「来 口年齢」

回 Ll ＝ L2 回
＋　 　 　 社会学的レベ ル 　 　 ＋

一
　　　 民族言語的活カ　　

ー

＋　　 社会心理学的レベ ル 　 ＋

　　 言語接触の 個人ネッ トワーク

ー
（対人

・
メディア 轍 育的支援）

一

十　 　 心理 学的 レベ ル 　 　 十

　　　　言語適性／言語能カ

ー
　　 認知 ・情意的傾向　　　

一

言語行動

　　　　 加算的
バ イ リンガ リズ ム の タイプ

　　　　減算的

モ

ノ

リ
ン

ガ
ル

U

ド
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ナ
ン
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図 1　 「巨 視的 モ デル 」 （Landry＆AHard　1992）

　　　　　　　　　　　　　　 日本に い る中国語を母語とする子 どもたちの 母語に影

　　　　　　　　　　　　　　　　「滞 日年数」 「言語接触 の 個人ネ ッ トワ
ーク （母語

保持努力）」 を取 り上 げて母語の 認知 面 との 関係を検討する。
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2．3 本研究の 目的

　本研 究で は 、 日本 の 公 立 小 中学校に在籍する 中国語を母語 とする子 どもの 母語の 認

知面に焦点を当てて、来 日年齢、滞 日年 数 と母語保 持努力の 中で どれが母語の 認知面

と最 も関係が深い か を探 るこ とを 目的 とす る。具体的には、 中島＆ヌ ナス （2001）や

朱 （2005）な どで採用されて い る OBC 会話テ ス トを使用 して認 知面の 母語会話力を調

べ る。 また、巨視的モ デル の 「社会心理学的レ ベ ル 」 にお ける 「言語接触の 個人ネ ッ

トワーク （対人 ・メディア ・教育的支援）」 か ら母語保持努力の 実態を把握 し、来 日年

齢、滞 日年数 と母言謝呆持努 力の 中で どれ が母語 の 認知面 と最も関係が深 い か を小学生

と中学生に分 けて分析 を行 う。

3．研究方法

　本研究の 研 究方法で あるが 、 日本の 公 立 小 中学校 に在籍す る 中国語 を母語 とする r一

どもに OBC 会話テ ス トを実施 し母 語会話力の 認知面を調 べ 、また子 どもの親 を対象に

質問紙調査を行い
、 来 日年齢、滞 日年数及び 母語保持努力の 実態を明 らかにす るD 分

析の 際には、重回帰分析や 相関分析 などの 統計 的な手法 を用い て 、母語会話力の 認知

面 と来 口年齢、滞日年数、母語保持努 力の 関係 を探 る。

3，1 協力 者

　本研究の 協力者は、 日本の 公 立小 中学校 12校に在籍 して い る中国語を母語 とする子

ども52名 とその 保護者 49名で ある。52名の 内訳は、小学生 25名、中学生 27名であ り、

中国出身 50名 、 台湾出身 2名 、 男子 23名、女子 29名で ある。 来 日年齢は 日本 生まれ

か ら 14歳 1ヶA までで 、平均来 日年齢は 8歳 7ヶ 月で ある 。 滞 日年数は 5ヶ B か ら 10年

までで 、 平均滞 日年数は 3年 4ヶ月 である。調査時の 平均年 齢は 12歳 3ヶA であっ た。

表 1　 来 日年齢 と滞 日年数 に よ る グル
ープ分 げ （N＝ 52）

来 日年齢 0〜6歳
的

　　　
1

　　　6〜8歳　　　　
…
　　　8〜10歳 10〜 12歳 12〜15歳一

　 人数

　 平均

12名

2歳9ケ 月

　　　　　　　　一一一一一．

　9名　　　　　8名

7歳 3ヶ 月　　 　9歳2ヶ月

一

　　 11名

　　 11歳

　 12名

13歳3ケ 月

滞 口年数

　　　弓 
0〜1年

リ

1〜2年　　1　 2〜3年 3〜5年 5〜10年

人数

平均

7名

8ケ月

　　　　　 一　　　　　　　 一一一

　13名　 　　　 10彳「

1年5ヶ月　　　2年8ヶ 月

11名

4年

　11名

7年7ヶ 月
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3．2 調査方法

　今回の 調査 で は 、OBC 会話テ ス トと質問紙調査 を行 っ た 。
　 OBC （Oral　 Profi−

ciency 　Assessmen七 for　Bilingual　Children）会話テス トは、バ イ リンガル 環境で

育つ 年少者の ためにカナダ日本語教育振興会によ り開発 された個人イン タビ ュ
ー ・テス

トで ある。 それぞれの 言語でイ ン タビ ュ
ー

を して 両言語の 発達上の 関係を見るこ とを第

一
目的 としてい る。バ イ リン ガル の 多様な会話力を測るために、会話力を 「基礎言語

面」 「対話面」 「認 知面」 の 三 側面に分けて測定するよ うにで きてい る 。 その ため、言

語学習環境の 異な っ た広範囲の 年少者に適 用で きるとされて い る。 OBC 会話テ ス トは、

テ ス ト開発チーム により各国の 文化的バイア ス を最低限に抑えるよ うに英語版、ポル ト

ガル 語版 、 中国語版が作成されて い る。 今回の調査で は中国語版を使用 した。

　 OBC 会話テス トは、主に四つ の 部分か ら成 り立 っ て い る。実施の 際に、こ の 四つ の

部分に沿 っ てイ ン タビ ュ
ー

を行 う。
「導入会話」 は、初対 面での 自然な会話で あり、会

話力の おおまか な レ ベ ル をチ ェ ッ クする もの であ る、 「基礎タ ス ク」 は 、言語知識を調

べ るための 文型 中心の 応答で、テス ターの 質問に答える形式で ある。
「対話 タス ク」 は、

ロ
ール プ レイを通 して 子 どもが必要に応 じて会話 を切 り出 し、 情報 を得 、 会話 を締めく

くるこ とがで きるか を見 る もの で ある 。 また 、「認 知 タ ス ク」 は 、場面か ら離れ て認知

力や思考力をどの程度使 っ て話や 自分の 意見を展開で きるか 、 また内容に 見合 っ た語

彙の 選択 をして い るか
、 話にま とま りが あ るか を見 るもの で ある 。 今回の 調査で は 、

「認知タス ク」 として 「お話」 「公 害」 喰 物摂取」 などの タ ス クを実施 した。

　また、質問紙調 査
8）
は 、 子 どもや父母の 属性 、 家庭で の 言語生活 、 家庭で の 学習の

実態 、 子 どもの 友人 関係 、 子 どもの 母語 学習に対す る父母 の 態度な どにつ い て 、予 ど

もの 言語生活 全般 がわか るよ うに、子 どもの 保護者を対象に実施 した。形式 としては選

択項 目が多い が、補足 として 書い て もらう項 目も作成し、全部で 32項 目ある 。 質問項

目はすべ て 中国語 に訳 して調査 を実施 した 。

　OBC 会話テス トの 中国語 の イン タビ ュ
ーは 日本 語教育専攻の 中国語 母語話者の 大学

院生 （筆者）が 実施 し、協力先の 学校やボラン テ ィ ア 団体か ら教室 を借用 し協力先で

行 う場 合が多か っ た。できるだけ静か な場所 を選び、また子 どもを緊張させ るこ とを避

け、常に気持ちよくテ ス トを進行 させ るよ うに配慮 した 。 イ ン タ ビ ュ
ー

は約 15分を 目

安に行い 、すべ て IC レ コ
ーダーを用い て録音 した 。 質問紙調査 は 、 調査の 際に保護者

が同伴の 場合は即答 して もらうよ うに依頼 した。保護者が同伴 して い ない 場合は、子 ど

もに質問紙を渡し保護者に 回答 して もらうように依頼 し、後 日郵送か直接会 っ て 回収

した。本調査に先立 っ て、小 学校 6年生の 中国語を母語 とする子ども1名 とその 保護者
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に対 して予備調杳を実施 した 。 実施後 、 OBC 会話テ ス トの 実施方法に 関 して 、注意す

べ き点や調査紙 へ の 補足を加 え、 本調 査に用い た 。

3．3　会話力の 評価

　OBC 会話テ ス トは 、 会話 力を 「基礎 言語面」 「対話面」 「認知面」 に分けて 5 ・3 ・1

の 二 段 階で質 的に評価する。 5点 は L （よくで きる）、3点は 中 （普通 ）、1点は下 （必

要最低限）で ある。 基礎言語面には 5項 目、 対話面には 4項 日、認知面には 4項 目あ り、

満点は 65点である、，

表 2 　 会 話 力の 評 価 項 目

　OBC 会話テ ス トの 評価は録 音デー
タを用 い て 、 日本語教育専攻の 中国語母語話者の

大学院生 2名が実施 した （内1名は筆者）。統
一

した評価基 準で評価 がで きる よ うに 、

テ ス トの 概要 、 評仙の fi的及び評価方法につ い て話 し合 っ た上で評価 を行 っ た 。 2入の

評価者が、まず全デ
ー

タの 38％ （20件）を評価 し、
一
致率を算出 した とこ ろ 、すべ て

の 項 fiに っ い て 86％以上の 高い
・
致率で あっ たの で 、 残 りの 62％ （32件）を 2人 で分

担 した 。 本研 究は、母語会話力の 認 知面 に焦点を当てて い るため 、今回の 分析には母

語の 「認知面」 の 得 点の みを使用 した。

一 34

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

＝ 言 語 環境 下の 中国 入 瑁 童 生徒の 母語 深痔要因

　 　 　 　
一
母語の 認 窺1面に注 9 しτ

一tt穆 ，紅

3．4　分 析指標

3．4．1　母語力

　まず、母 語力 の全体像を概観するこ とで 具体的に どの程度の 会話力を獲得 してい る

と考え られ るの かを見て みる 。 OBC 会話テス トの 録音データを評 価 し算出 した母語 の

平均得点及び満点に 占める割合を基礎言語面 、 対話面 と認知面に分けて 表3に示 した 。

表 3 　母 語 の 基礎言語 面 ・対 話面 ・認 知 面 の 平 均 得 点 （N＝ 52）

基礎言語面 旨 対話面 認 知面
母語

（満点 25点） （満点 20点） （満点 20点）
瞬漏禰「芒囁

＼

平均得点 19（76％） 16（80％） 11G 鸛う

標準偏差 5．3 2．6 5．5
　　　　 一

　表 3か ら、中国語 の 基礎言語 面 （19点）と対話面の得点 （16点）が比 較的高い レ ベ

ル にある の に対し、認知 面の 得点 （11点）は比較的低い レベ ル に ある こ とがわかっ た 。

こ の こ とか ら、 子 どもたちの 母語はまだ発達途上で あ り、 特 に認知 面はまだ十分に発 達

して い ない こ とが推測 される 。 また 、 日常生活 に必 要な言語 能力 （基礎言語 面 と対 話

面）に比 べ て 、認知面 の 言語 能力はその 保持にお い て も、ま た育成にお い て も難 しい こ

とが推測され る 。

3．4．2　母語力に 影響 を与 える要因

　来 日年齢 、 滞 日年数 と母語保持努力に関して は 、 子 どもの 保護者 を対象とした質問

紙調査の 結果 を参照 した。

　母語保持 努力 は、質問紙の 中で 巨視モ デル の 「言 語接触の 個人ネ ッ トワ
ー

ク」 にお

ける 「対人 的接触」 「メディ ア の 接触」 「教育的支援の 接触」 に基づ き、「日常的な母語

使用」 「メデ ィ ア との接触」 「母語の 読み書き」 に関する項 目を設 けた 。
「日常的な母語

使用」 と 「母語の 読み書き」
9）
に対 して 主因子法に よる因子分析 を行い 、2つ の 尺度か

らそれぞれ 1つ の 因 r一が抽出されたた め、2つ の尺度は単
一・

の 因子構造を持つ もの と判

断した
10）

。 また 、「日常的な母語使用」 と 「母 語の読み書き」 の α 係数はそれぞれ 0．83

と O．84で あ り 、 高い 内的整合性を示 した 。 分析 の 際に は 、
「日常的な母 語使用 」 と

「母語の読み書き」 の 質閙項 目の 平均値を用い た 。
「日常的な母語 使用」 に関す る項 目

は 、 5段 階評 定
ll）

か らな っ て い る。
「母語の 読み書き」 に関する項 目は 3段階評定

12）
か

らなっ て い る 。 なお 、
「メディ ア との 接触」 に 関する項 目は 1項 目

13）
しか ない が、こ の

項 目と母語 の認知面の 得点との 相関を求めた とこ ろ 、有意な相関が見られなか っ たため、
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母語 の 認知面 に大きな影響を与える要 因で はない と判断 し分析対象か ら外 した。

4 ．　 分析の 結果と考察

　来 凵年齢、滞 日年数、母語保持 努力 の 中で どれ が母語 会話力 の 認知面に最 も影響を

与えるか を探るために、母語会話力 の 認知 面の 得点 を従属変数 と して 、来 目年齢、滞

目年数及び母語保持努力の 2つ の 尺度で ある 「日常的な母語使用」 と 「母語の 読み書き」

を独 立変数 とした重回帰分析を行 っ た。また、母語会話力の認知面 と、来 日年齢、滞

目年数 、 日常 的な母 語使用 、 母語の読み書きとの 相関を求め、重回帰分析の 結果 と
一

緒に表 4に示す。分析の 際には 「全体」 「小 学生」 「中学生」 に分けて 行っ た。

表 4 　 「母 語 会 話 力の 認 知 面 」 に 対 す る 重 回 帰 分 析 の 結 果 （stepwlse 法 ）

影響要因

　　 全 体 （N −52）

標準偏回帰　 単相関

　 小学生 （N ≡25）

標準偏回帰　 単相関

　　中学生 （N ＝27）

標準偏回帰　単相関

来 日年齢

滞 日年数

目常的な母語使用

母語の読み書き

．44＊ ＊

　 （．47＊ ＊

）

一
　 　 （一，48＊ ＊

）

一
　　（．33＊ ）

．52＊ ＊

　 （．54＊

つ

．25＋　 （．48＊ ＊

）

一
　 　（一．48

＊ ＊

）

一
　　（．43＊

）

．68＊＊

　 （．76＊ ＊

）

一　 （．30 ）

一．38＊

　 （一．45＊

）

一　 　（．01 ）

．39＊

　 （．46＊

）

決定係数 （R2 ＞ ，49 ．63 ．35

（
＊ ＊

Pく ．Ol
，

＊

P〈 ．05
，
＋ P 〈 ．10）

　表4を見る と、全体的に母語会話力 の 認知 面は 、 来 日年齢、滞 日年数、 日常的な母

語使用 、 母語の 読み書きとの 問ですべ て有意な相関が見 られた 。 しか し、 重回帰分析

の 結果を見 ると、母 語の 読み 書き と来 H 年齢の みが母語の 認知面に 有意に寄与す る変

数になっ てお り、その 中で 、 母語 の 読み書きが母 語の 認知面 に最も寄与する変数で ある

こ とがわか っ た。 さらに詳 し く小学生 ・中学生の カテ ゴ リー
に分けてみ る と、小学生 の

場合 は、4つ の 要因とも母語の 認 知面 と有意な相関が 見 られたが、重 回帰分析の 結果 を

見 ると 、 母 語 の 認知面に有意に寄与する変数は母語の 読み書きと来 日年齢の みで あっ

た。
一

方、中学生の 場合は 、 相関の 結果か らも重回帰分析の 結果か らも 、 母語 の 認知

面に有意に寄与す る変数は母語の 読み書きと滞 日年数であるこ とがわか っ た。

　これ らの ことか ら、全体で も小学生 ・中学生の カテ ゴ リー別にお い て も、母語 の 読み

書きが 母語会話力の認知面に最も寄与する変数であるこ とがわかっ た 。 これは 、 普段母

語で 読み書きを行 うとい う努力をす る r一どもが 、母語会話 力の 認知 面の 得点 が高い 傾
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．：言語 環境下の中臥 児 董生徒の 母語漂持要 因

　 　 　 　
一
母語 の 認 短面 1こ「注百して

一’穆 紅

向に あるこ とを示 して い る。
「母語 の 読み書き」 にま とめた項 目

14〕
か ら見 ると、幼児期

に母語で読み聞かせ 文字や言葉に触れる環境を与え、母語の 発達を促 し母語の 士台を

作 るこ と、また二 言語環境に置かれて い る現在 で も、母語 の勉強を続けた り母語で 読

書を した り教科学習を行 うこ とが 、 母語の 認知面 の継続的 な発達を促す可能性が高い

と推測され る。

　また 、 中学生の 母語会話力の 認知面 につ い て母語 の 読み書 きと滞 日年数が 35％の 説

明率 （決定係数R2 ）を持 っ て い るのに対 し、小学生の 母語会話力の 認知面につ い て母

語 の読み書き と来 日年齢が63％の説明率を持 っ てお り、中学生 より高い ことがわか っ た。

こ の こ との説 明 としては、小学生の 母語力 は中学生の 母語力 と比 べ てみる と、まだ発達

途上にあるため
、 母語の 認知面の 発達は様々 な要因か ら影響を受けやすい こ とが予測さ

れ る。そ して 、母語の 読み書きの 次に母語 の 認知面に寄与 して い る変数は、小 学生の

場合は来 日年齢、中学生 の場合は滞 目年数で あることか ら、来 日の 時点で どの 程度の

母語力 を持 っ て い るかが小 学生 の母 語力の 継続的な発達に大き く寄与 して い るの に対 し

て、二 言語環境で どの 程度生活 してい るの かが 中学生の 母語 の保持 ・育成 に大きく影

響して い るこ とが示 された。

　 「日常的 な母語使用」 は 、母語会話力の 認知面の 得点 と有意な相関が見られたが 、 重

回帰分析の 結果を見ると 、 母語の 認知面 に寄与する有意な変数で はなか っ た 。 日常生

活の 対 人場面で 母語使用の 際に文脈の 助けや支 えが多く 、 認知的負荷がそれ ほ ど要 し

てい ない こ とが予測される。その ため、日常生活で母語を使用するだけで は母語の認知

面の 保持 ・育成を十分に促すこ とがで きない 可能性がある と考え られ る 。 しか し 、 子 ど

もの 母語が 少数派言語 で あ り、母語使用 の 場面は家庭に限 られて い るこ とが多い 現 実

で は、生活の ネッ トワ
ー

クの 中で 母言謝吏用の機会を作ることに意義があると考え られ る。

　以上の分析か ら、母語保持努力 、特 に母語で読み書きを行 う努力が小 中学生の どち

らにおい て も母語会 話力 の 認知面 と最も関係が深 い こ とがわか っ た 。 こ の こ とから 、 母

語で読 み書きを行 う努力 をす るこ とは 、 母語会話力の 認 知 面の 保持育成 を促 す こ とが

推測される。で は、母語の 読み書きをどの 程度行 っ てい るか に よ っ て 、母 語の 認知面の

得点は どの よ うにな っ て い るの か 、 それぞれ来 日年齢 、 滞 日年数か らの 影響をどの よう

に受けて い る の だろ うか 。

　次に 、 母 語の 読み書きを比較的行 っ て い るグル
ープ とあま り行 っ てい ない グル

ープに

分けて 、 母語会話力の 認 知面 と来 目年齢の 関係を 4．1で 、母語会話力の 認知面 と滞 日

年数の 関係を4．2で 詳 しく見て みる 。
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4．1　母語の 読み書き平均以上 ・以下における 母語会話力の 認知面と来 口年齢の 関係

　こ こ では 、 母語の 読み 書きをどの 程度行 っ て い るか に よっ て 、母語会話力の 認知面は

来 日年齢 か らどの よ うな影響 を受けて い るの かを見てみ る。 その ため、本研 究の 協 力者

52名を 「母語 の 読み書き平均 以 1二」 の 21名 と 「母 語の 読み 書き平均以 下」 の 31名 に

分けて
15）
、2つ の グノレ

ープにお ける母語認知面の 得点 と来 日年齢の 関係 を図 2の 散布図
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図 2 　 「母 語 の 読み 書 き 平 均 以 上 ・平 均 以 下 J に お け る母 語 認 知 面 の 得点 と 来 日 年齢

　まず、「母語の 読み書き平均以 上 ・平均以下 1 の 2つ の グノte プにおける母語 会話 力

の 認知 面の 得点 と来 日年齢の 相関を求めて みた とこ ろ、 「母語の 読み書き平均以 E」に

おい て 、 母語の 認知 面と来 口年齢の 間に有意な相関が得られ なか っ た の に対 し、「母 語

の 読み書 き
’F均以 ド」 にお い て 、 母 語 の 認知 面 と来 日年齢 の 間に有意な正 の 相関

（r− O．67，p く ．Ol）が得 られた。 この こ とか ら、母語で の 読み書 きを比較的行 っ て い る場

合は 、母語会話力の 認知 面の 得点は 、来 目年齢か らの 影響にそれ ほ ど左 右 されて い な

い の に対 し、母語 で の 読み書きをそれ ほ ど行 っ て い ない 場合は、来 目年齢か らの影響を

受けやすレ傾 向にあるこ とがわか っ た。

　また、図 2を見 ると 、 全体的に来 日年齢が高くなる とともに母語 の 認知面の 得点も高

くなる傾向にある。そ して 、6歳未満 で来 日した場合は、高い 得点 を得た子 どもが非常

に少 なく、 12名中 10名 （83％）が平均得点の 11点以 下で ある。 これ に対 し、10歳 以

降で 来 口した場 合は 、 低 い 得点の 子どもが多少減 っ て お り、23名 中 15名 （65％）が平

均得点の 11点以上 で ある 。 これは 、来 日年齢が高い ほ うが来 日前に 母国で育 っ た母 語
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二 言岳講 下の 中臥 児童生毎の母語深痔要因

　　　　 一
母語 の 認剱 面 だ注 目 しτ一 ノ摎 紅

力は比較的高い レベ ル に達 して い る可能性があ り、来 日後も母語の会話力の認知面が

保 持 しやすレ傾 向にあるこ とを示 して い る。

　 しか し、来 日年齢が 10歳以 降で あるにも関わらず、平均得点の 11点以下の 子 どもは

9名い るが、9名中6名 （66％）が母語 の 読み書きをあま り行っ て い ない こ とがわか っ た 。

また、来 日年齢が 10歳未満で あるにも関わ らず、平均得点 の 11点以 上 の 子 どもが 10

名い るが、10名 中7名 （70％）が母語の 読み書きを比較的行 っ て い るこ とがわか っ た 。

特 に 、 来 日年齢が 6歳未満で あ っ て も 、 平均得点以上の 子 どもが 2名存在 し、 この 2名

とも母語の 読み書きを比 較的彳∫っ て い るこ とがわか っ た
。

　以上の こ とか ら、来 日年齢が何歳で あっ て も、母語で読み書きを行 うこ とが母語の 認

知面 と深 い 関係に あるこ とがわか っ た 。 来 日年齢が高 くなるとともに 、母語会話力の 認

知 面の 得点 は高くな る傾向に あるが、来 日年齢が低 くて も母語で読み書きを行 う努力

をすれ ば、ある程 度母 語会 話力の 認 知面 を保持 ・
育成で きる と考 え られ る 。

つ ま り、

母語 で読み書きを行 う努力 を比較的 して い る場合は 、 母 語会話力の 認知面を比較的保

持 しやすレ傾 向にあるの に対 し、母語で読み書きを行 う努力をあま りして い ない場合は 、

来 日年齢が 母語の 認 知面の 育成 ・保持に大きな影響を与えるこ とが示 された 。

4．2　母語 の読み書き平均以 上 ・以下にお ける母語会話力の認 知面と滞 日年数の関係

　こ こで は、「母語 の 読み書き平均以 上 ・平均以下」 の 2つ の グル ープにおい て 、 母語会

話 力の 認知面が 、 滞 日年数か らどの ような影響を受 けて い るの かを確認す るために、2

つ の グル ープにお ける母語 の 認知 面の 得点 と滞 日年数の 関係 を表す散布図 を作成 し、

図 3に示 した
。
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図 3　 「母 語の 読み 書き 平 均 以 上 ・平 均 以 下 」 に お け る母 語認 知 面 の 得 点 と滞 日 年 数
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　まず 、
「母語 の 読み書き平均以 ヒ・平均 以下」 の 2つ の グル ープにおける 母語会話力

の 認知 面の 得点 と滞 日年数の 相関を求め て みた ところ 、
「母語の 読み書き平均 以上」 に

おい て 、 両者の 間に有意な相関が得 られ なか っ た の に対 し、「母語の 読み書き平均以 下」

におい て 、 両者の 間に有意な負の 相関 （r・＝−0．53， pく ．01）が得 られた。 こ の こ とか ら、

母語の 読み書きを比 較的行 っ て い る場合は、滞 日年数か らの 影響にそれ ほ ど左 右 されて

いない の に対 し、母語 の 読み書きをあま り行 っ て い ない場合は、滞 日年数か らの 影響が

大きい ことが示 された。

　図 3を見ると、全体的に滞 口年数に伴 っ て母語会話力の 認知 面の 得 点は低 くな っ て

い る。 滞 日3年以内の場合は得点の ば らつ きが大きい が、滞 目3年程度を過ぎると、高

い得点を得た子 どもが急減 してお り、
22名 中15名 （71％）が平均得点の 11点以下 となっ

て い る 。 平均得点以下の こ の 15名の 内枠 を見る と、 15名中14名 （93％）が母 語の読み

書きをあま り行 っ てい ない こ とがわか っ た 。
これ に対 し 、 滞 日3年を過ぎて も、 母語の

読み書 きを比較的行 っ て い る 子ど もが 5名い るが 、5名中4名 （80％） が平均得 点の 11

点を超えてい る。

　以上の こ とか ら、滞 日3年以上を過ぎると、母語の 認知面の 保持は難 しくなる傾向に

あるが 、滞 日年数が長 くな っ て も、母語の 読み書きを行 う努力をすれば、母語 会話力

の 認知面を 一
淀 の レ ベ ル まで 保持 ・育成で きる こ とがわか っ た 。

つ ま り、母語の 読み書

きを比 較的行 っ て い る場合は、母 語会話力の 認知 面を比較的保持 できて い る の に対 し、

母語の読み書きをあま り行 っ てい ない 場合は、滞 日年数 か らの 影響 を受 けやす く、母語

の 認知 面の 保持が比較的難 しくな るこ とが示 された。

5．　 終わ りに

　本研 究は、二 言語環境に置かれて い る f’どもたちが直面 して い る母 語の 低下 ・喪失 、

及びそれに よりもた らされ る発達の 中断 などの 問題 に注 目し、 日本の 公 立小 中学校に在

籍 して い る 中国語 を母 語 とする子 どもを対象に、来 日年齢、滞 日年数及び母語保持努

力の 中で どれが最 も母語会話力の 認知面 と関係が深い かを検討 した 。 その 結果 、 全 体

で も、小学生 ・中学生の カテ ゴ リー別 にお い て も、母 語保持努力 、 特に母語に よる読

み書きを行 うこ とが母語会話力の認知面と最 も関係が深い こ とがわか っ た。こ の こ とか

ら、幼児期に母語に触れ る機会 を作 り母語 の 発達を促 し、また言語環境が移行 した後

で も母語で読書をした り母 語の 勉強を した り母語で教科学習を行 うよ うな努力をする こ

とは 、 母語の新 しい 概念の 形成や知識の 獲得を促進 し、 母語の 認知面 の 保持 ・
育成 を
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一
母語の 認 0画 ご注目しτ

一
：摎 矼

促す可能性 が高い こ とが示 された 。

　詳 しく来 日年齢、滞 日年数か らの 影響を見ると 、
6歳未満で 来 日した子 どもは母語 会

話力の認知面の保持が難 し く、10歳以降で来 日した子 どもは比較的高い 母語力 を保 持

できて い るこ とがわか っ た。 そ して 、滞 日3年程度を過ぎると、母語 会話力の 認知面 の

保持がかな り難 しい 状況にあるこ とがわかっ た。 しか し、母語で の 読み書きを比較的行 っ

て い るグル ープとあま り行 っ て い ない グル ープに分けてみ ると、母語で の 読み書きを比

較的行 っ て い る場合は 、 母語会話力の 認知面は 、 来 日年齢や滞日年数か らの 影響に そ

れ ほ ど左 右されない のに対 し、母語での 読み書きをあま り行っ てい ない 場合は、来 日年

齢や滞 日年数か らの 影響を受けやすく、低年齢での 来 日や滞 日期間が長 くなる と、母

語会話力 の 認知面の 保持が難 しくなる こ とが示 された。

　本研 究の 結果か ら、母 国か らア ソプル
ートされ 、 日本にダ ウンル

ー トする よ うな 子ど

もに対 して 、 子 どもた ちの 継続的な認知発達の 中断を防ぎ 、 第二 言語環境に し っ か り

と根イ寸い て い くこ とを促すためには、様 々 なレ ベ ル におい て 母語 による学習機会を作 り

出し （母語保持努力）、母語力の 継続的な発達を視野に入れた支援活動を展開するこ と

が重要で あるこ とが示 唆された 。 特に 、 言語環境が母語環境か ら日本語環境に移行 し

た後 で も、母語 で読み書きの 活動 を行 い 、学年 相 当 レ ベ ル の 母語力 を保持 ・育成す る

ように教育的支援を行 うこ とが 非常に大事である と考えられ る。

　 しか しなが ら、年少者教育に 関わる 多くの 現場で は母語保持 の 必要性が注 目され始

めて い るが、行政におい て も学校 におい て も、母語の 保持 ・伸長 の ための 措置を実施す

るには程遠い の が現状で ある （岡崎 他2003
， 小川 2003

， 湯川 2006 など）。
こ の よ う

な背景の下で、まず、家庭の 中で意識的に母語使用の環境を作 り出し、それか ら、母

語接触のネッ トワ
ー

ク を学校や社会に拡張し 、 了
一どもたちの新たな環境 へ の ダ ウン ル

ー

トを様 々 な面か らサポ
ー

トして い くこ とが重要で はない だろ うか
。

　本研 究は、二 言語 環境 に置かれてい る子 どもたちの 母言謝呆持 ・育成に焦点を当てて

分析を行 っ たが、今後、子 どもたちの 直面 して い る様 々 な難題を総合的に捉え、母語

の 保持、 日本語の 習得 と教科学習の 理解 を どの よ うに連動 させて総合的 に支援で き る

かを 、 実践 と結び つ けなが ら考えて い きたい
。

注

1 ） http：／／www ．mext ．go．jp／b− menu ／houdou ／18／04／06042520．htm 　「日本語 指導が必

　　要な外 国人児童 生徒 の 受入 れ状況 な どに関する調査 （平成 17年度）」 を参照。

2 ） 比 較デー
タ と して 、日 本語作文 を 日本 の 公立 学校に在学す る 口本人生徒 33名か ら、ポル
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母語 ・纈 藷 9 ノ 、
’
イグ冫／カノレ教看

「
砌 宀18，）研 男ヲ　Votum θ 4　A〃气ノ〜C〃 2008

3 ）

4 ）

5 ）

6 ）

7 ）

8 ）

9 ）

10）

11）

12）

13）

14）
15）

トガル 語 作文 をブラ ジル の 中学校 に在籍す るブ ラ ジル 人生徒 10名か ら収集 し分析に用

い た。

目本 語 の 学力 の 測定に 「標 準 読解 ・読書能力 の 検査 」、英語 の 学 力 の 測定 に 「読 解テ ス

ト」 「語彙テ ス ト。「反対語テ ス ト」 「文章 反復テ ス ト」を使用 した 。

こ の研究で使用 し た会話 テ ス トは、OBC 会話テ ス トの 以前に使われ てい た もの である 。

TOAM は
、
　 Test　of　Acquisition　and 　Maintenance の 略字 で あ り、筑 波大 学 の 岡崎敏

雄教授によ り開発 され た聴 解 ・読解 ・冂頭語彙テ ス トで あ る。 また、QBC 会話テ ス トに

つ い て は、本稿 の 「3．2調査方法 」 を参照。

6歳 0ヶ 月 で 来 口 した r一どもは 、「0〜6歳」 の グ ル ープ に 含まれ 、6歳 1ヶ 月 で 来 目 した子

どもは 、「6〜8歳」 の グル ープ に含まれる。

滞 日1年 0ヶ 月 の 子 どもは、「0〜1年」 の グル
ー

プ に含まれ、滞 日 1年 1ヶ 月 の 子 どもは、「1
〜2年」の グル ープ に含まれる。

朱 （2005）や 国立国語研 究所 （1997）とCummins ＆ 中島 （1995）を参照 して 作成 して

い る。
「日常的な母語使用」 に 関する項 日に は、補足資料の 質閙紙の 1問4、問 5、問6、問7、

問21」 が含まれ る。
．
母語の 読み書き一に関する項 目には、補足 資料の質問紙の 「問2、

問9（イ）、間 10（イ）、問11（イ）、問 14（イ）、問15、問 17」 が 含まれ る。
「口 常的 な母 語使 用 」 の 因子 負 荷量 は ．37〜，84で あ り、「母語 の 読み 書き」 の 因子 負荷

量 は．49〜．91で ある 。

5段 階評 定は、  全 て 口本語 、  主 に 日本 語 、  両方 、  ギ に 中国語、  全 て 中国語で

ある．．

母語 の 識字年齢は、  母語 の 識字未 習得、  6歳 以降 （小 学校入学後）、  6歳以前 （小

学校入 学前）である。それ 以外 の 項 目は 、  行 わな い 、  週 に3回 （冊 ）以下 、  週 に3

同 （冊 ）か それ 以 上 で あ る 。

補足 資料 の 質問紙 の 「問 13（イ）」 で ある 。

注 9と補足資料 を参照。

母語 の 読み 書きの 平均値を基 準 に 、平 均値 以 上 を 「母 語 の 読み書 き平均以 ．ヒ」、 平均値

以 下 を 「母語 の 読み書き平 均以 ド」 に分けた ．
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補足資料　日本語版の 質問紙

お 子様 の お名前 学校 年生 才

年 月生 まれ   　女　　   　男

L お子様 の 口本入国時 の年齢　 （　　　　　　　 歳

2，お r一様が 中国語 を読め るよ うになっ た年齢

　   母語 の 識字未習得　　  6歳以降 （小学校入学後）

3 ．お子様の 性格は どちらだ と思 い ますか。

　   積極的　　  やや積極的　　  普通

4 ，

　   全 て 日本語 　　　  主に 日本語 　　　  両方

5 ，お子様は保 育園や幼稚園の 時、何語で 話し ま した か。

　   全 て 日本語　　　  主に 日本語　　　  両方

6 ．

　   全 て 日本語　　   主に 目本語 　　   両方

7 ．今、お子様 は家族 に何語 で 話 しますか，

　 （ア〉お子様 は父親に

　 （イ）お子様は母親 に

　 （ウ）父親は お 子様 に

　 （エ ）母親はお子様 に

か 月）

  6歳以前 （小学校入学前）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ややお とな しい 　　  お とな しい

お子様は保育園や幼稚園に入 るまで、何語 で話 しま したか、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   主に 中国語　　　  全 て 中国語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   主に中国語 　　　  全 て 中国語

お 子様が保育園や幼稚園 の 時、家庭 で お母様やお父様は何語で話 し ま した か．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   主 に 中国語 　　　  全 て 中国語

　　　　　　　　　　　   全 て 日本語   主 に 口本語   両方   主に中国語   全 て 中国語

　　　　　　　　　　　   全て 日本語   主に 凵本語   両方   主に中国語   全 て 中国語

　　　　　　　　　　　   全て 日本語   主に 日本語   両方   主に中国語   全て中国語

　　　　　　　　　　　   全 て 日本語   主 に 日本語   両方   主に中国語   全 て 中国語

　　（オ）兄妹 ・姉妹 の 問で   全 て 日本語   主 に 口本語   両方   主に 巾国語   全 て 中国語

8 ．家庭で お 子様が 日本語で話 した時、お母様やお父様 はど うしますか。

　   H本語 で話すよ う言う　  目本語で答える   両方で答える   中国語 で答える

　   中国語 で話すよ う注意する

9 ．お 子様が小学校に入 る前、家庭 で本の 読み聞かせ をし ま し たか。

　　（ア）日本語 の 本　  読まなか っ た　　  週 に 3冊以下　　  週 に3冊か それ以上

　　（イ）中国語 の 本   読まな か っ た 　　  週 に 3冊以下　　  週 に 3冊かそれ以上

10．今 、お子様は
一

週間に何冊ぐらい 本を読みますか、（教科書を含む。マ ン ガや雑誌は 除く。）

　　（ア）日本語の本　  読まな い 　　  週に3冊以 下　　  週に 3冊か それ以上

　　（イ）中国語 の 本　  読まな い　　  週に 3冊以下　　  週 に3冊かそれ以上

11．今、お子様は
一

週間に何冊ぐらい マ ン ガや雑誌 を読みますか 。

　　（ア）日本語 の マ ン ガ ・雑誌   読まな い 　  週に 3冊以 ド   週に3冊か それ以上
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二 言 語 環境 下の中臥 瑠 董 生徒の 鐸語 深持要因

　　　　
一

鐔鑄の 藷知面κ注巨1しτ
一 ！穆 紅

　　（イ）中国語 の マ ン ガ ・雑誌   読まな い　  週 に3冊以下　  週 に3冊かそれ以上

12．お母様やお父 様はお子様に中国語の本を読む よ うに言い ますか。

　   ま っ た く言 わない 　  あま り言わな い   たまに言 う　  時 々 言 う　  よく言 う

13．今、お 子 様 は 1週間に 何回 ぐらい テ レ ビや ビ デオ を見ますか。

　　（ア）目本語 の TV やビデオ   見ない 　　  週に3回以下   週に3回 か それ 以上

　　（イ）中国語 の TV やビデオ   見ない 　　  週 に3回以下   週 に3回かそれ 以上

14．今、お子様は 日記や手紙をどれ くらい 書きますか。

　　（ア 〉目本語で　　  書かない 　　  週に3回以下　　　  週に3回かそれ以上

　　（イ）中国語 で　　  書かな い 　　  週に3回以下　　　  週に3回かそれ以上

15．今、お子様は中国語の勉強をして い ますか。

　   して い ない   週 に3回以下   週 に3回かそれ以上

16．（して い る方 へ の 質問）そ れ は どの よ うに 勉 強 し ますか。（複数回答可 〉

　   塾   通信教育   家庭教師　  親や兄妹が教え て い る　  自分で勉強 して い る

　   ボラ ン テ ィ アによる中国語教室   そ の 他 〈　 　　 　 　　 　　 　　 　 ＞

17．お子様 は中国語 で教科 の 勉 強を して い ます か。

　　（ア ）国語 　 　   し て い ない 　   週に3回以 下 　   週に3回か それ以上

　　（イ）数学（算数）  して い ない 　   週 に3回以下 　   週に3回 か それ以 上

　　（ウ）社会　　　   して い ない 　　  週に3回以下　　  週に3回かそれ以上

　　（エ ）そ の他 （　　　 　　　　　　　 　　　　　　 ＞

18．（して い る方 へ の質問）それは どの よ うに勉強し ますか。（複数回答可）

　   塾   通信教育   家庭教師　  親や兄妹が教えて い る　  自分で勉強 して い る

　   ボラ ン テ ィ ア による中国語教室　　  そ の 他 く　　　　　　　　　　　 ＞

19，お子様が遊ぶ こ との 多い 友人は どちらですか。

　   日本人　　　  主 に 口本人　　　  両方　　　  主 に 中国人　　　  中国人

20．お子様に初めて 日本入 の 友人がで きた の はい っ 頃で し たか。

　　日本に来 て 　 （　　　　　 ）か月 目

21．お子様は 日本に い る中国人の友人 と何語で話 しますか 。

　   全て 日本語　　  主に 日本語　　  半々 　　  主に中国語　　  全て中国語

22．お子様は どちらの 言葉を使 うの が 得意ですか
。

　　　　　　　　　　　　　　　 日本語　　　　　　　　　　中国語

　　（ア ）本を読む時　　   得意　  普通　  苦手　　  得意   普通　  苦手

　　（イ）文 を書く時　　   得意　  普通　  苦手　　  得意　  普通　  苦手

　　（ウ）人 の 話を聞 く時   得意　  普通　  苦手　　  得意　  普通　  苦手

　　（エ ）話す時　　　　   得意　  普通　  苦手　　  得意　  普通　  苦手

　　（オ）考える時　　　   得意　  普通　  苦手　　  得意　   普通　  苦手

23．将来、お子様は どの 程度 の 日本語能力 を持 つ こ とが必要 で す か 。

　   特に 必 要な し。

　   挨拶、自己紹介が で きる。
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　   日常的な事柄に っ い て会話が で き、ひ らがな ・
カ タカ ナ が読め る。

　   一般的な事柄につ い て会話ができ、手紙 などを書 く こ とがで きる．また、ニ ュ
ー

ス の 大

　　　意や新聞 ・雑誌 の 必要な情報が理解で きる。

　   目本人 と同 じ く らい の 会話 ・作文能力が あ り、新聞や専門書を読む こ とが で き る。

　   そ の 他　（　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 ）

24．将来、お 子様 は どの 程度の 中国語能力を持 つ こ とが必要ですか。

　   特に 必要なし。

　   挨拶、自己紹介がで きる．

　   目常的な事柄
．
に つ い て会話が で き、中国語が読め る 。

　  
一

般的な事柄 につ い て会話 が でき、手紙 な どを書 くこ とができ る。また、ニ ュ
ース の 大

　　　意や新聞 ・雑誌 の 必要 な情報 が 理解で きる3

　   中国人 と同 じくらい の 会話 ・作文能力があ り、新聞 や 専門井を読む こ とが で きる。

　   そ の 他　（　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 ）

25．将来、お子様には どこ で教育を受け させた い ですか．

　   日本 の 学校   H 本国内 の 中国人学校   中国   それ以外 の第3国   ど こ で も良い

26．家族構成 の 某本的事項に つ い て、お答え下 さい 。
一

． ．一．

　 国籍 性別 年齢 日本で の 滞在期間 受けた学校教育 の 総年数

…自分 自身 中国 （台 湾）　 日本 男 　 女 歳

　 一一了

年

配 偶 者 中国（台湾〉　 日本 男　 女 歳

　 ． 
　 年
一．．

　 年

、一一

． ．．一一

子 ども 1
−．

中国（台湾）　 凵本 男　女 歳

．釜
年

子 ども 2 中国（台湾）　 目本 歳 年 年

1
子 ども 3 中国（台湾）　 日本

男　女

湧 女 壷 年 年

27．あなた又 は 配偶者 の 方 が来 日 した の ぱ、どの 目的の た め ですか。

　   会社などに勤め 、貯えを得るた め

　   自らの 事業を営む た め

　   山身国 の 企業や政府 か ら派遣 されたため

　   留学や研究 の た め

　   長期的に 生活 の 場 に す る た め 、ま た は 永住 の た め

28．中国語 で 話 し合える家族ぐるみ の お つ きあ い や、中国人 の 人 々 が集ま る機会は あ りますか。

　   まっ た くない 　   月 に 1 ・2 回　　   週 1 回 か それ以 卜

29．現在、あなた は 日本語が どの 程度できますか。

　   ほ とん どで きない ，、

　   挨拶、自己紹介が で きる、．

　   目常的な事柄に っ い て会話ができ、ひ らがな ・カ タカナが読める。

　   般 酌な事柄 に つ い て会話がで き、手紙な どを書 くこ とが で きる。また、ニ ュ
ース の 大

　　　意や新聞 ・雑誌 の 必 要 な情報 が 理 解で きるtt

　   日本人 と同 じ くらい の 会話 ・作文能力があ り、新聞や専門書を読む こ とが で きる、
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一
母謬の 認短 画 ご注目し τ
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30．現在、配偶者の 方は 日本語が どの程度で きますか 。

　   ほ とんどできない。

　   挨拶 、 自己紹介が で きる 。

　   H 常的な事柄に つ い て会話がで き、ひ らがな ・カ タ カ ナが読め る。

　  
一

般的な事柄につ い て会話が で き、手紙などを書 くこ とが で きる。また、ニ ュ
ー

ス の 大

　　　意や新聞 ・雑誌 の 必要 な情報 が理解でき る。

　   日本入と同じくらい の 会話 ・作文能力があ り、新聞や専門書を読むこ とがで きる。

31，目本で の 滞在中、どの 程度家族で
一時帰国を しますか。あるい はそ の 予定ですか。

　   ほ とん ど帰らな い 　   2 ・3年に 1回 　 　   年 1 回かそれ以上

32．い ずれ 中国 へ 帰国する予定はありますか．　　　　   　ある　　　  　ない
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